




要約:群馬県で出生した極小未熟児の 96%は人工換気のできる施設に収容されており,それ

らの施設の保育成績も全国の主要 648 施設の成績に比し遜色のないものであった。しか

し,4 人(3.7%)が 1 次医療機関で死亡していたことおよび県内のセンターである県立小児

医療センター NICU 収容児でも超未熟児の分娩立ち会いが充分行えていないことがわかっ

た。

群馬県においては自然発生的な新生児地域医療システムであるので,医師会および地方自

治体の協力を得て,新生児救急医療システムおよび周産期センターを確立することが望ま

れる。


